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叙事詩の宗教哲学
—Moks.adharma-parvan和訳研究 (XXXX) 1—

茂木秀淳 元信州大学教育学部

キーワード：シュカの誕生，死の前兆，時，厭離，出家，ヨーガ

[309章] (B.321章，C.12044-12137，K.329章)シュカの生涯 (1)学問と厭離2

ユディシュティラは言った。

(1) ヴィヤーサの息子シュカは，かつてどのようにして厭離 (nirveda)に至ったのです

か。私はこのことを聞きたいのです，クル族の長老よ。私は知りたい気持ちが強いの

です (kautūhalam)3。

1本稿は『叙事詩の宗教哲学— Moks.adharma-parvan 和訳研究 (XXXIX)—』(信州大学教育学部研究紀論集第 9
号 pp.327-353 に続くものである。略号などは前稿に準ずる。なお本稿で用いる主なものは下記のとおりである。

• Hopkins[1889]: E.W. Hopkins, The Social and Military Position of the Ruling Caste in Ancient India, As
Represented By The Sanskrit Epic, JAOS vol.13, 1889, pp.57-374. (Published as a monograh at New Haven
Conn. in 1889.)

• Hopkins[1901]: E.W. Hopkins, Yoga-technique in the Great Epic, JAOS vol.22, 1901, pp.333-379.

• Hopkins[Great Epic]: E.W. Hopkins, The Great Epic of India, Its Character and Origin, 1901, Reprint
Caluctta 1978.

• Hopkins[1902]: E.W. Hopkins, Remarks on the Form of Numbers, the Method of Using them, and the
Numerical Categories found in the Mahābhārata, JAOS vol.23, 1902, pp.109-155.

• Hopkins[1902-2]: E.W.Hopkins, Phrases of Time and Age in the Sanskrit Epic, JAOS vol.23, 1902, pp.350-
357.

• Hopkins[1903]: E.W.Hopkins, Epic Chronology, JAOS vol.24, 1903, pp.7-56.

• Hopkins[1910]: E.W.Hopkins, Mythological Aspects of Trees and Mountains in the Great Epic, JAOS vol.30,
1910, pp.347-374.

• Strauss[1912]: Otto Strauss, Ethische Probleme aus dem “Mahābhārata”, Tipografia Galileiana, Firenze,
1912.

• Pandey[1969]: Raj Bali Pandey, Hindu Sam. skāras, Second Revised Edition, Delhi-Varanasi-Patna, 1969.

• 原 [1979]: 原實「古典インドの苦行」春秋社 1979.

• Hara[1980]: Minoru Hara, Hindu Concepts of Teacher, Sanskrit Guru and Ācārya, Sanskrit and Indian
Studies (Essays in Honour of Daniel H.H.Ingalls), 1980, pp.93-118.

• 中村 [2000]: 中村了昭「マハーバーラタの哲学解脱法品原典解明」(下)平楽寺書店 2000.

• Oberlies[Grammar]: Thomas Oberlies, Grammar of Epic Sanskrit, (Indian Philology and South Asian Stud-
ies 5) Berlin 2003.

• Hara[2010]: HARA Minoru, Mr.tyu –The Hindu Concept of Death–, Memoirs of the Research Department
of the Toyo Bunko, No.68, Tokyo, 2010, pp.95-141.

2Otto Strauss は，この章を，悲観主義的叙述の中に，楽観主義的希望の音が響き渡っていると評価している。
(Cf.Strauss[1912]: p.216(24)) K.326-328 章は P. の本文にはない。

3B.,C. はこの後に次の詩節を挿入している。
avyaktavyaktatattvānām. niścayam. buddhiniścayam / (未顕現と顕現の諸原理に関する確定知は，統覚によっ

て確定される。)

207

Shinshu University Journal of Educational Research and Practice，No.10，pp.207-224，2017
信州大学教育学部研究論集　第10号　pp.207-224　2017年



ビーシュマは言った。

(2) 父ヴィヤーサは，世間的善行を行うことで4，何者も恐れず振舞う息子に，全ヴェー

ダを教えた後，(次のことを)説いた5。

(3) 息子よ，ダルマを行え。常に感官を制御して，厳しい寒さと暑さ，飢えと渇き，そ

して風に6打ち勝つべし。

(4) 真実 (satya)・正直・怒りなきこと・嫉妬なきこと・自制・苦行・不殺生・慈悲

(ānr.śam. sya)を，規定通りに守るべし。

(5) 真実の中に居よ。ダルマに喜び，あらゆる不正直を捨てて，神と客 (へのもてなし

の)の残余によって，命を維持せよ7。

(6) 身体は，泡の器のごとくであり8，命我 (jı̄va)は (木にとまっている)鳥のごとくに

(身体に)とどまっているにすぎず，愛する者との同居は長くない。それなのに，どう

してお前は眠るのか，息子よ。

(7) 敵どもは，正気であり，目覚めており，常に注意深く，機会を捉えようと願ってい

るのに，愚かなお前は気がつかないのである。

(8) 年々は重なっていき9，そして寿命は滅している時，命 (jı̄vita)は残り少なくなって

いるのに，どうしてお前は立ち上がって走らないのか10。

(9) 極めて不信心の者たちは (bhr.śa-nāstikāh. )，彼方の世界において為すべきことなどに

は関心なく (prasuptāh. )，この世での肉と血の増大を望むのである。

(10) 認識の迷妄 (buddhi-moha)を伴い，ダルマに対して不満をもつ人々は，道を外れる。

(道を外れて)進む彼らの後に従う者もまた苦しむのである。

vaktum arhasi kauravya devasyājasya yā kr.tih. // (クル族の長老よ，未生の神の御業とは何か，お話し下さい。)
Cn.,Cp.は，avyakta と vyakta と tattva，というように全体を dvandva に解釈している。ただしこれらの語が

意味する内容については異なった解釈を示している。
4P.,B.: prākr.tena suvr.ttena K. prākr.tenaiva vr.ttena Cp. prākr.tena sarvalokasādhāran. ena / (prākr.tena とは，

全世界に共通する，という意味である)
5adhyāpya kr.tsnam. svādhyāyam anvaśād Cn. svādhyāyam. pitr.pitāmahapram. parayā parigr.hı̄tam. vedabhāgam

adhyāpya, śabdato ’rthataś ca grāhayitvā, tatrānadhigatān śākhāntarı̄yān arthān anvaśāt, anuśāsitavān / (svādhyāyam，
すなわち，父・祖父の相承によって受持されたヴェーダの四分の一を，adhyāpya,すなわち，言葉と意味から理解さ
せた後，そこで学ばれなかった他の支分のもろもろの事柄を, anvaśāt，すなわち，教示した，という意味である)

B.,K. は次節の間に vyāsa uvāca を補っている。
6vāyum 中村 [2000]: 風災に (p.824, v.4) この章の第 36詩節に「ヤマ神の前を行く風があらゆる方向に吹く」

という表現がある。
7P. yātrām. prān. asya sam. śraya B. mātrām. prān. asya sam. liha K. yātrām. prān. asya sam. liha Cs.: prān. a-

yātrārtham. kim. cid aśānety arthah. / (命の維持のために，少量を食べるべし，という意味である)
8P. phenapātropame B.,K.: phenamātropame Cf.Hopkins[Great Epic]: a metaphor, foam-like body and bird-

like soul, p.161, fn.1.
9P. gan. yamānes.u vars.es.u B.,K.: ahah. su gan. yamānes.u

10kim utthāya na dhāvasi N. na dhāvasi, devam. gurum. vā śaran. am. na yāsi / (na dhāvasi とは，神あるいは師匠
に保護を求めないのか，という意味である)
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(11) しかし一方，満足し，よく制御し，真実の伝承に専心し11，ダルマにかなった道を

登る人たちがいる。汝は彼らを敬うべし。そして彼らに尋ねるがよい。

(12) ダルマの見者である彼ら長老たちの12考えを身につけ，すぐれた認識 (parayā buddhyā)

によって間違った道を行く心を (cittam utpathagāmi)制御すべし。

(13) 意識の散乱した者たちは (vicetasah. )，今日という時に向けられた認識のために13，

明日は遠いと考え14，恐れをもたず，すべてを楽しみ15，行為の (結果である)世界

を16見ることはない。

(14) ダルマの梯子をたてて，少しづつ少しづつ登るべし。お前は，蚕のように17自分を

閉じ込めているのに (ves.t.ayan)，気がついていない。

(15) 尊敬の念なく (bhinnamaryādam)，池に落ちるかのごとく18不安定で，(高い)竹の

ごとく高慢である，信仰なき (nāstikam)者は，恐れることなく (visrabdhah. )左側に置

くべし19。

(16) 汝は，愛欲・怒り・死を20，そして五感を水とする川を，誕生というもろもろの難

路を，堅忍よりなる船を21作って渡るべし。

(17) もろもろの空でないものが過ぎ去っていく時22，死によって襲われ，老いによって苦し

められている世間を (loke)，ダルマという乗物によって23渡るべし。(Cf.MBh.XII.169.8)

11P. tus.t.āh. suniyatāh. satyāgamaparāyan. āh. B.,K.: tus.t.āh. śrutiparā mahātmāno mahābalāh.
12P. vr.ddhānām. B.,K.: budhānām. v-b の変化か。
13P. adyakālikayā buddhyā B.,K.: ādyakālikayā buddhyā Cn. ādyakālikayā, vartamānamātradarśinyā / (ādya-

kālikayā とは，現在のみを見るものである，という意味である)
14dūre śva iti śva iti padena paralokam. laks.ayati, tena paraloko bhavati vā na veti sam. digdhah. / (śvah.という言

葉によって，来世を述べている。これによって，来世は存在するのか，あるいは存在しないのか，という疑問が生じる)
15P. sarvabhaks.ā B.,K.: sarvabhaks.yā 　 Cs. sarvabhaks.āh. purārjitapun. yaphalasya niravaśes.en. a bhaks.āh. /

(sarvabhaks.āh.とは，これまでに獲得した善業の果報を残りなく享受する，という意味である)
16karmabhūmim 　 Cp. karmabhūmim, narakam / (karmabhūmim とは，地獄を，という意味である)
17kos.akāravat Cs. kos.akāravat, yathā peśaskārı̄ jantur ātmānam. madhye nidhāya parito mr.d ālipya tato nirgan-

tum aśaktas tatraiva mriyate ity arthah. / (kos.akāravatとは，例えば，神像を作る人が，自分を中に置いて，廻り中に
泥を塗って，そこから外に出られなくなって，まさしくそこで死ぬ，という意味である)

18P. kūlapātam ivāsthiram B.,K.: kūlapātam iva sthitam Cn. kūlapātam, mahānadı̄pūram / (kūlapātam とは，
満水の大河に，という意味である) Cp. anarthāvaham / (不利益をもたらす，という意味である)

19vāmatah. kuru Ca. vāmatah. kuru, tyaja iti lokoktih. / (vāmatah. kuru とは，捨てよ，という意味の言い習わし
である) Cs. vāmatah. kuru pratikūlapaks.e / (vāmatah.とは，反対の側に，kuru置け，という意味である)

20P.,B.: kāmam. krodham. ca mr.tyum. ca 　 K. kāmakrodhagrāhavatı̄m.
21nāvam. dhr.timayı̄m. Cn. dhr.tih. , prān. ādivegadhāran. am, yoga ity arthah. / (dhr.tih.とは，プラーナなどの勢力を

保持すること，すなわち，ヨーガである，という意味である) Cf.Hara[2010]: the raft of dhr. ti, pp.139, fn.52, 140,
fn.58.

22amoghāsu patantı̄s.u Cn. amoghāsv āyurharan. ena saphalāsu rātris.u / (amoghāsuとは，寿命を奪うに効力のあ
る夜たちが, という意味である) Cs. patantı̄s.u, mr.tyusenāsv ity arthah. / (patantı̄s.u とは，死の軍勢どもが，という
意味である)

23P.,K.: dharmayānena B. dharmapotena N. dharmapotena dharmanaukayā / (dharmapotenaとは，ダルマの
舟によって，という意味である) 　 Cf.Hara[2010]: carriage of dharma, p.139, fn.52.
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(18) 死は，立っている者も，横になっている者も狙っている時，汝は，どうして安息を得ら

れようか。汝は，理由なく死によって食べられるのである。(Cf.Hara[2010]: Mr.tyu’s

mercilessness, p.107.20)

(19) 死は，もろもろの欲望に満足することなく富の蓄積のみに意を注ぐ者を24，牝狼が

羊を襲って (奪い去る)がごとく，奪って去るのである。(Cf.MBh.XII.169.18, 317.24;

Hara[2010]: Mr.tyu’s mercilessness, p.107.23, 137, fn.29)

(20) (汝が)暗闇に入られねばならない時には25少しづつ蓄積された炎をもち，ダルマの

認識からなる大きな灯火 (dı̄pa)を，力を尽くして掲げるべし。

(21) この人間の世界で，何度も (kadācit)身体の網 (deha-jālāni)に落ちつつ，人はバラ

モンたることを得る。息子よ，それ (身体)を守るべし。

(22) なぜならば，バラモンにとってこの身体は愛欲のために生じるのではない。この世

での苦しみ (kleśa)のため，苦行のため (に生じるの)である。しかし死後には比類な

き安楽がある。

(23) バラモンたることは，多くの苦行によって達成される。それを得たならば，賭事に

よって軽率に振舞うべきではない26。ヴェーダ学習，苦行，自制に常に専念し，平安

を求め，善行を専らとして，常に制御すべし。(韻律: Prahars.in. ı̄27)

(24) 人生という馬 (vayohaya)，それは未顕現を素質とし (avyaktaprakr.ti)，微粒子を身体

とし28，微細な本性をもつが，人々にとっては，そのような人生の馬が，瞬時 (ks.an. a)

と寸時 (trut.i)ごとに，瞬間 (nimes.a)を体毛とし29，季節を口とし30，月が満ちる半月

と欠ける半月を力等しい目とし，
ひとつき

一月(māsa)を手足として，走る (ようなも)のであ

る。(韻律: Prahars.in. ı̄31)

(25) それ (人生の馬)が，疲れることなく前進し，恐ろしい勢いで走り，常にこの世で

24sam. cinvānakam Cn. sam. cinvānakam, dhanādisam. cayaparam / (sam. cinvānakam とは，財産などの蓄積を専
らとする者を，という意味である)

25P.,K.: andhakāre praves.t.avye B. andhakāre praves.t.avyam. Cn. andhakāre, sam. sāre / (andhakāre とは，輪
廻に，という意味である) Cp. andhakāram. , narakalaks.an. am / (andhakāram とは，地獄の特徴をもつものに，とい
う意味である)

26P. na paripan. ena hed. itavyam B.,K.: na ratiparen. a helitavyam
27b,d句は，最後の音節が短音 (b: hed. itavyam; d: yatasva)。Cf.Hopkins[Great Epic]: twelve cases of prahars. in. ı̄,

all regular (but the first hemistich as well as the second may end in brevis), p.330.12)
28kalāśarı̄rah. Hopkins[Great Epic]: body of particles, p.154.10
29P.,B.: ks.an. atrut.iśo nimes.aromā K. ks.an. atrut.ikā nimes.aromā Cp. trut.iśah. , iti śah. pratyayah. svārthe / (trut.iśah.

という語においては，śasという接尾辞は，(接尾辞としての) 語本来の意味で用いられている) Ganguli: Kshanas,
and Trutis, and Nimeshas are the hair on its body. (p.74.27) Duessen: mit Sekunden und Terzen bestehenden
Augenblicken als Haaren (p.694, v.25) Cf.Hopkins[1903]: nimes. a, wink, as “hairs of Time”, p.11.11.

30P. r.tvāsyah. B. sam. vāsyah. K. yān etat
31b 句は第 5 音節が長音 (ks. an. atrut.iśo)。ここを短音で読む写本もある。
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は顧みないのを見て，もし汝の目が32他の案内人によって導かれる必要がなければ33，

汝の心をダルマにおき，最高者を34見るべし。(韻律: Prahars.in. ı̄35)

(26) しかし，これらの，ダルマと愛欲の振舞いにおいて混乱し，いつも嘆き36，望まし

くないものと結びつく者たちは，苦痛からなる身体を得て37，多くのアダルマ (の行

為)の潜在力によって38ひどく苦しむのである。(韻律: Prahars.in. ı̄)

(27) 常にダルマに専心する王は，善行の保護者であり39，もろもろの善行の世界を見て，

(それらの世界を)獲得する (dadhāti)。(彼は)種々に振舞う人々に対して (caratah. )，得

難く40非難しがたい安楽を示すのである41。(韻律: Mātrāchandas42)

(28) 恐ろしい犬どもや，鉄の嘴をした鳥どもが43，そして，ヴァダ・ハゲワシ一族の鳥

の44集合が，そして人々を殺す際に血を飲む者どもが，師匠の言葉を否定する死者を

攻撃するのである45。(韻律: Mātrāchandas46)

32caks.us Ca.,Cn.: caks.uh. , jñānam / (caks.uh.とは，知識が，という意味である)
33yadi na parapran. etr.neyam. Ca. parapran. etr.neyam. , indriyādyanadhı̄nam / (parapran. etr.neyam とは，感官など

に依存せずに，という意味である) Cn. andhavad yadi na bhavası̄ty arthah. / (もし汝が盲人のごとくでなければ，と
いう意味である)

34param. Cn. param. , paralokam ātmānam. vā / (paramとは，来世を，あるいはアートマンを，という意味である)
35b,d句は，最後の音節が短音 (b: -peks. amān. am, d: niśamya)。この点については第 23詩節の注 (Hopkins[Great

Epic], p.330.12) 参照。
36krośantah. Ganguli: always display malice towards others (p.74.35)
37parigatavedanāśarı̄rā(h. ) Cn. parigatam. , prāptam. , yamaloke / (parigatam とは，すなわち，獲得した，ヤマの

世界において (獲得した)，という意味である)
38P. adharmavāsanābhih. B. adharmakāran. ābhih. K. adharmavāgurābhih.
39P. śubhagoptā B.,K.: śubhāśubhasya goptā
40anupagatam. Cn. anupagatam. , 　 nānāyonisahasres.v aprāptam / (anupagatam とは，何千という様々の母胎に

おいて到達できない，という意味である)
41P. caratah. pradiśati sukham B.,K.: carati praviśati sukham
42a 句: rājā dharmaparah. sadā śubhagoptā / (＿＿＿∪∪＿∪＿∪∪＿＿) (19 morae, Hopkins[Great Epic]:

20 morae, rājā sadā dharmaparah. ćubhāćubhasya, p.351.21) (opening: Vaitālı̄ya, cadence: Āpātakikā)
b 句: samı̄ks.ya sukr.tinām. dadhāti lokān (∪＿∪∪∪∪＿∪＿∪＿＿) (17 morae, Hopkins[Great Epic]: 21

morae, goptā samı̄ks. ya sukr. tinām. dadhāti lokān, p.351.22) (opening: Udı̄cyavr.tti, cadence: Aupacchandasaka)
c 句: bahuvidam api caratah. pradiśati (∪∪∪∪∪∪∪∪＿∪∪∪∪) (14 morae, B.reads: bahuvidham api

carati praviśati) (opening: Vaitālı̄ya, cadence: irregular)
d 句: sukham anupagatam. niravadyam / ∪∪∪∪∪∪＿∪∪＿∪│ (13 morae, Hopkins[Great Epic]: 14

morae, by taking the last syllable as long (niravadyam, p.351.24) (opening: Vaitālı̄ya, cadence: Āpātakikā)
Cf.Hopkins[Great Epic]: mātrā-formation, 20 + 21 + 14 + 14 morae, p.351.25.
43P. śvāno bhı̄s.an. āyomukhāni B.,K.: śvāno bhı̄s.an. akāyā ayomukhāni Sandhi irregular: bhı̄s. an. āyomukhāni

Cf.Oberlies[Grammar]: 1.8 Double sandhi, 1.8.7 -ā < / -ās a-/, p.43.12)
44P. vad. agr.dhrakulapaks.in. ām. B. balagr.dhra(kurara)paks.in. ām. K. balagr.dhrakulalapaks.in. ām.
45P. viśasanti B.,K.: viśanty asantah.
46a 句: śvāno bhı̄s.an. āyomukhāni vayām. si (＿＿＿∪＿＿∪＿∪∪＿∪) (19 morae, Hopkins[Great Epic]:

19 morae, śvāno bhı̄s. an. akāyā ayomukhāni, p.351.29) (opening: Vaitālı̄ya, cadence: Āpātakikā)
b句: vad. agr.dhrakulapaks.in. ām. ca sam. ghāh. / (∪∪＿∪∪∪＿∪＿∪＿＿) (17 morae, Hopkins[Great Epic]:

19 morae, vayām. si balagr. dhra[kura]paks. in. ām. ca saṅghāh. /) (opening: Vaitālı̄ya, cadence: Aupacchandasaka)
c 句: narām. kadane rudhirapā guruvacana- (∪＿∪∪＿∪∪∪＿∪∪∪) (17 morae, Hopkins[Great Epic]:

15 morae, narakadane rudhirapā guruvaca-, p.351.30) (opening: Udı̄cyavr.tti, cadence: irregular)
d 句: nudam uparam. viśasanti / (∪∪∪∪∪＿∪∪＿∪) (12 morae, Hopkins[Great Epic]: 16 morae,

nanudam uparatam. viaśanty asantah. , p.351.31)(opening: irregular, cadence: Āpātakikā)
Cf.Hopkins[Great Epic]: mātrā-formation, 19 + 19 + 15 + 16 morae, p.351.28
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(29) これら，この世で自存者 (svayam. bhu)によって定められた，十の要素からなる47規

範 (maryādā)を，心にかなうからといって (manonugatvāt)破る悪人は，祖霊の世界

の (刀の葉の)森に深く入って，ひどく苦しい状態で (bhr.śam asukham)住むのである。

(韻律: Mātrāchandas48)

(30) きわめて貪欲で，友人に不誠実であり (priyānr.ta)，不正直・偽り・不満を常とし，

もろもろの詐欺によって危害を加える49者，そのような悪行をなす者は，最悪の地獄に

趣き，ひどく不幸な状態を (bhr.śam asukham)経験するのである。(Cf.Strauss[1912]:

p.209(17))。(韻律: Mātrāchandas50)

(31) (そのような者は)熱い大河ヴァイタラニー川で溺れ，刀の葉の森で体を刻まれ，斧の

森に横たわり，大地獄に落ちて，大きな苦痛とともに住むのである。(Cf.Strauss[1912]:

p.209(17))。(韻律: Mātrāchandas51)

(32) 汝は，もろもろの偉大な世界を (見たと) 自慢するが52，しかし最高 (の世界) を
47daśagun. ā(h. ) Ca. daśagun. āh. , ahim. sādayah. eva / (daśagun. āh.とは，不殺生などである) Cn. daśagun. āh. ,

daśavidhāh. / śaucasantos.atapah. svadhyāyeśvarapran. idhānāni pañca vidhirūpāh. / ahim. sāsatyāsteyabrahmacaryāpari-
grahākhyā nis.edharūpāś ca pañca / (daśagun. āh.とは, 　十種の, という意味である。清浄・満足・苦行・ヴェーダ学
習・自在者への帰依が教令を本質とする五種，不殺生・真実・正直・梵行・不所有が禁止を本質とする五種である)

48a句: maryādā niyatāh. svayam. bhuvā ya ihemāh. (＿＿＿∪∪＿∪＿∪＿∪∪＿＿) (22 morae, =B.) (open-
ing: Vaitālı̄ya, cadence: Āpātakikā)

b句: prabhinatti daśagun. ā manonugatvāt / (∪∪＿∪∪＿∪∪∪∪＿∪＿∪＿＿│ ) (18 morae, =B.) (open-
ing: Vaitālı̄ya, cadence: Aupacchandasa)

c 句: nivasati bhr.śam asukham. pitr.vis.aya- (∪∪∪∪∪∪∪∪＿∪∪∪∪∪) (15 morae, Hopkins[Great
Epic]: 14 morae, by the reading: nivasati bhr.śam asukham pitr.vis.a-, p.352.3) (opening: Vaitālı̄ya, cadence: irregular)

d句: vipinam avagāhya sa pāpah. / (∪∪∪∪∪＿∪∪＿＿│ ) (13 morae, Hopkins[Great Epic]: 14 morae, by
the reading of B.: ya-vipinam avagāhya sa pāpah. , p.352.4)(opening: irregular(Hopkinsに従えば Vaitālı̄ya), cadence:
Āpātakikā)

Cf.Hopkins[Great Epic]: of mātrā-formation, 22 + 18 + 14 + 14 morae, p.352.9.
49upanidhibhir asukhakr.t N. upanidhibhiś chalena / (upanidhibhiśとは，もろもろの詐欺によって, という意味

である)
50a 句: yo lubdhah. subhr.śam. priyānr.taś ca manus.ayah. (＿＿＿∪∪＿∪＿∪＿∪∪＿＿) (22 morae, =B.)

(opening: Vaitālı̄ya, cadence: Āpātakikā)
b 句: satatanikr.tivañcanāratih. syāt / (∪∪∪∪∪∪＿∪＿∪＿＿│ ) (16 morae, Hopkins[Great Epic]: 17

morae, by the reading of B.: satatanikr.tivañcanābhiratih. syāt /, p.352.11) (opening: Vaitālı̄ya, cadence: Aupacchan-
dasaka)

c句: upanidhibhir asukhakr.t sa paramanirayago (∪∪∪∪∪∪∪∪＿∪∪∪∪∪∪∪＿) (19 morae, =B.)
(opening: Vaitālı̄ya, cadence: irregular)

d 句: bhr.śam asukham anubhavati dus.kr.takarmā / (∪∪∪∪∪∪∪∪∪∪＿∪∪＿＿│ ) (18 morae, =B.)
(opening: Vaitālı̄ya, cadence: Āpātakikā)

Cf.Hopkins[Great Epic]: mātrā-formation, 22 + 17 + 19 + 18 morae, p.352.18
51a 句: us.

n

. ām. vaitaran. ı̄m. mahānadı̄m avagād.ho (＿＿＿∪∪＿∪＿∪＿∪∪＿＿│ ) (22 morae) (opening:
Vaitālı̄ya, cadence: Āpātalikā)

b 句: ’sipatravanabhinnagātrah. / ∪＿∪∪∪＿∪＿＿│ (13 morae) (opening: Udı̄cyavr.tti, cadence: irregular)
c 句: paraśuvanaśayo nipatito vasati (∪∪∪∪∪∪＿∪∪∪＿∪∪∪│ ) (16 morae)(opening: Vaitālı̄ya,

cadence: irregular)
d 句: ca mahāniraye bhr.śārtah. / (∪∪＿∪∪＿∪＿＿│ ) (13 morae) (opening: Vaitālı̄ya, cadence: irregular)
Cf.Hopkins[Great Epic]: mātrā-formation, 22(19) + 13 + 16 + 13 morae, p.352.30
52mahāpadāni katthase Ca. mahāpadāni, mahānti svargādı̄ni padāni, sthānāni / (mahāpadāni とは，mahānti，

すなわち，天界などの，padāni，すなわち，もろもろの場所を，という意味である) Cn. brahmādı̄nām. sthānāni /
(mahāpadāni とは，ブラフマンなどのもろもろの世界を，という意味である)
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(param)見てはいない。汝は，死の行為が未だやって来ないので，それに久しく気がつ

かないでいるのである53。(Cf.Hopkins[Great Epic]: the continuous iambic śloka, over

six hundred successive iambs occur in xii.322.33-71(=XII.309.32-70), p.238.10)

(33) 努力せよ。なぜ座しているのか。大きな恐れが近づいている。破滅的で恐ろしい恐

れが。安楽に心を留めよ54。

(34) まもなく55，ヤマ神の死の命令によって，汝は死に，連れて行かれるであろう56。そ

れが近いために57，もろもろの激しい (苦行)によって58，真摯に (ārjave)努力すべし。

(35) 威力あるヤマ神は，(人々の)苦しみを知ることなく，すべての親戚を，そして汝の

この世での命 (jı̄vita)も，すぐに連れ去るであろう。ヤマ神を妨げる者はいないので

ある。

(36) ヤマ神の前を行く風が，まもなく，あらゆる方向に吹くであろう。まもなく汝は一

人で連れて行かれるのである。死に備えよ。

(37) 死の風は，しゃっくりのような音を発して59，まもなく汝に吹くであろう。やがて

大きな恐怖が到来すると，もろもろの方位は汝のまわりを (te)廻るであろう。

(38) 汝が混乱に至れば，やがて汝のこの世での記憶は60消滅するであろう，息子よ。最

高の瞑想を行え。

(39) 為したことと為さざること，善と悪とを61，放逸な行為による悪徳であると，思念

するならば (smaran)，やがて汝は苦しまないであろう。唯一の宝 (nidhi)に心を向け

よ (nidhatsva)。

(40) やがて老いは，体力と四肢の美しい形を奪い去り，汝の体を衰えさせるであろう。

唯一の宝に心を向けよ。

(41) やがて死は，もろもろの病の剣によって62，身体を切り裂くであろう。命は必ず

(prasahya)滅するのであるから，大苦行を行え。
53cirasya mr.tyukārikām anāgatām. na budhyase Ca. kārikām. , kriyām. , yātanām / (kārikām.とは，すなわち，行

為に,すなわち，刑罰に，という意味である) Cn. mr.tyukārikām. , jarām. (mr.tyukārikām.とは，老いに，という意
味である) Ca. anāgatām, pratyaks.am uparisthitām / (anāgatām とは，明らかに後で起こる，という意味である)
Ganguli: cirasya, meaning that thou arr always blind etc, p.75, fn.5.

54sukhasya sam. vidhı̄yatām Ca. sukhasya sam. vidhı̄yatām, moks.ārtham. prayatyatām / (sukhasya sam. vidhı̄yatām
とは，解脱のために努力せよ，という意味である)

55purā Cf.Hopkins[1902-2]: purā, future (as well as past), p.351.33; Oberlies[Grammar]: future expressed by
the present tense with purā, p.150.2.

56P. pran. ı̄yase yamasya mr.tyuśāsanāt B. pran. ı̄yate yamasya rājaśāsanāt K. pran. ı̄yase yamasya rājaśāsanāt
57P. tadantikāya B.,K.: tvam antakāya
58dārun. aih. N. dārun. aih. , kr.cchrāditapobhih. / (dārun. aih.，すなわち，身体的苦痛などの苦行によって)
59P. sahikka eva B. sa hi kva K. sa eka eva
60P. smr.tiś ca B.,K.: śrutiś ca
61P. kr.tākr.te śubhāśubhe B.,K.: śubhāśubhe purā kr.te
62P.,K.: rogasāyakaih. B. rogasārathih.
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(42) やがて，人間の体を住処とする恐ろしい狼どもが63，あらゆる方向から襲いかかる

であろう。善の修習に専念せよ。

(43) やがて汝は，たった一人で暗闇を見るであろう。急げ。やがて汝は，山の頂に黄金

からなる木々を64見るであろう。

(44) やがて汝の悪友どもや友人の顔をした敵どもが，汝を (正しい)見解から (darśanāt)

逸らせるであろう。最高のものを (yat param)求めて努力せよ，息子よ。

(45) 王からの，そして泥棒からの恐れのない財産，そして死も引き離さない財産，その

ような財産を得よ。

(46) そこ (死後の世界) では，(財産は) もろもろの自分の行為から互いに離されるこ

とはない。その人に属する財産だけを，人はそこ (死後の世界) で得るのである65。

(Cf.Mbh.XII.309.57; Strauss[1912]: Keiner von seinen Werken getrennt, p.204(12).4)

(47) 来世でそれによって生きるもの，息子よ，汝はそれこそが (この世で)与えられるべ

きである66。汝は，不滅にして永遠の財産，それを自分で獲得すべし。

(48) 裕福な人の麦菓子が焼けない間に，すなわち麦菓子が
なま

生の時に67，すぐにでも汝は

連れて行かれるのである。急げ。

(49) 母も父も親戚も，親しいよき人も，ただ一人狭い道を行く汝に68従い行くことはない。

(50) 自ら為した善悪の行為のみが，あの世に行く者の財産である69。

(51) 善悪 (の行為)によって集められた黄金と宝石の集積は，その人の身体が滅する時

に，目的を達成する手段ではない。

(52) あの世に行く汝にとって70，為したあるいは為さざる行為の71証人としては，この

世の人々の中では，自分に匹敵する者はいない72。
63vr.kā Cn. vr.kāh. , kāmadayah. / (vr.kāh.とは，愛欲などが，という意味である)
64hiran. yān nagān Ca. hiran. mayavr.ks.adarśanam upasthitamaran. asyāris.t.am. tattvam / (黄金からなる木を見るこ

とは，死の近づいた兆候である) N. hiran. mayavr.ks.adarśanam. maran. acihnam. / (黄金からなる木を見ることは，死
の前兆である) Cf.Hopkins[1910]: trees of gold, maran. acihna, p.351.fn.2.

65yad eva yasya yautakam. tad eva tatra so ’śnute Ca.,Cn.: yautakam, vivāhāptam. dhanam. , dāyādāsādhāran. am
(Cn. dāyādāgrāhyam) / (yautakam とは，婚姻によって得られるもの，財宝，相続人に属さないもの (Cn. 相続人に
よって取られないもの) である)

66P.,B.: dı̄yatām K. cı̄yatām
67apakva eva yāvake Cn. yāvake ghr.takhan. d. amiśre yavapis.t.avikāre / (yāvakeとは，酪油と砂糖のまざった大麦

の粉の産物 (vikāra) が，という意味である)
68sam. kat.e vrajantam ekapātinam Ca. ekapātinam. , asahāyagāminam / (ekapātinam とは，同伴者なく行く者に，

という意味である) Cp. ekākinam. gacchantam / (一人で行く者に，という意味である)
69P. tasya yautakam. bhavaty B. putra sārthikam. bhavaty K. putra yautakam. bhavaty
70P.,B.: paratragāmikasya te K. na putra śāntir asti te
71kr.tākr.tasya karman. ah. Cs. kr.tākr.tasya, bhogārtham. kr.tasya, karis.yamān. asya ca / (kr.tākr.tasya とは，享受の

ために，行った，そして，行うであろう (行為の)，という意味である)
72P. na sāks.ir ātmanā samo B. na sāks.i ātmanā samo K. na sāks.iko ”tmanā samo Cn. sāks.i ātmaneti, iko
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(53) あの世に行ったならば，人間の身体は無となる73。(身体を)知眼 (buddhicaks.u)に

よって見よ74。なぜならば (知眼によって)完全に見られるからである。

(54) この世では，火と太陽と風の三神は身体に住んでいる。，これらダルマの見者たち

が，その (tasya)証人である。

(55) あらゆるものに触れ，あらゆるものを引き裂く，夜なき者たちの75照明と暗闇 (gūd. ha)

の働きの中で，自分のダルマのみを守るべし。

(56) 醜いルドラ神の眷族によって守られた76多くの盗賊の中で77，自分の行為を守るべ

し。自分の行為がそこに (tatra冥界)行くのである。

(57) そこでは，自分の行為から互いに離れることはない。為された通りの，自分の行為

から生じた結果，それのみを享受するのである。(Cf.Mbh.XII.309.46; Strauss[1912]:

Keiner von seinen Werken getrennt, p.204(12).4)

(58) アプサラスの群が，大仙たちと共に，果報として安楽を獲得するのと同様に，天上

の車によって欲望のままに進む者たちは，行為によって (果報としての安楽を)獲得す

るのである。

(59) 完成した自己を持つ罪なき人々によって為されたこの世での善行に応じて，(彼ら)

清浄な母胎をもつ人々は (死後，果報を)獲得するのである。

(60) 彼らは，家長期の義務の橋々を通って (gr.hasthadharmasetubhih. )，プラジャーパティ，

ブリハスパティ，インドラ神と世界を等しくする最高の道を行くのである。

’savarn. e śākalyasya hrasvaś ca iti prakr.tibhāve hrasvah. / (sāks.i ātmanāとは，「シャーカリヤの見解では，iKで表され
る母音は，後に異なる母音が来る場合，もとの形を保つ。そしてもし iK母音が長母音であれば短母音になる」(Pān. ini
6.1.127) ということから，本来の形として短母音である) Cp. sāks.ir iti chāndasam. rūpam / (sāks.ir とは，ヴェー
ダの語形である) Cs. sarvabuddhisāks.in. ā 　 paramātmanā samo nidhir nāsti / tasmāt so ’nves.t.avyah. / (あらゆる
英知による証人である最高我に等しい宝は存在しない。それ故それこそが追求されるべし) Cf.Oberlies[Grammar]:
sāks. i, Transfer of stem, 3.18 ◦i-stem← ◦in-stem, p.94.7.

73manus.yadehaśūnyakam. bhavaty amutra gacchatah. Cn. amutra sāks.in. i gacchato lı̄yamānasya kartur manus.ya-
dehasya śūnyam iva śūnyakam abhāvo bhavati / paradr.s.t.yā sann api yogidr.s.t.yā manus.yadeho nas.t.o bhavatı̄ty arthah. /
(amutra，すなわち，証人の中へと，gacchatas.，すなわち，消滅しつつある行為者の，manus.yadeśasya，すなわち，
人間の身体は，śūnyakam，すなわち，無であるかのごとく，すなわち，非存在として，bhavati 存在する。他人
の見によっては存在していても，ヨーガ行者の見によっては人間の身体は滅している，という意味である) Cs.
manus.yadehaśūnyakam. , gamanam. bhavatı̄ti śes.ah. / (人間の身体の無へと進行している，と補われるべきである)

74P. prapaśya B.,K.: praviśya N. (praviśya) hārdākāśam iti śes.ah. / (心臓の虚空に (入って)，と補われるべき
である)

75P. yathāniśes.u B.,K.: aharniśes.u Cs. tathāniśās.v iti / niśā na vidyate yes.ām. tāny aniśāni, indriyān. i /
(tathāniśās.v とは，それらにとって夜が存在しない者たち，それが aniśāni であり，感官たちである)

76P. virūparaudraraks.ite B.,K.: virūparaudramaks.ike Cs. virūd. haraudraraks.ite, virūd. āh. ye dr.d. habhūmayah.
ye raudrāh. kāmakrodhādayah. , taih. pālite asmin dehe ity arthah. / (virūd. āh.とは，すなわち固い基盤を持つ者たちであ
る。それらが raudrāh.であり，愛欲と怒りなどである。それらによって守られた身体において，という意味である)

77anekapāripanthike Cn. aneke paripanthinah. śatravo lohatun. d. āh. paks.ivr.kādayo yasmin / (aneke paripanthinah.
とは，赤い嘴をした鳥や狼などの敵であり，その中で，という意味である) Cs. anekapa(pā)ripanthike,
ādhyātmikādyanekopadravayukte / (anekapāripanthike とは，個人に関するものなど多くの不幸との結びつきの
中で，という意味である)
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(61) 我々は，何千回となく多様に述べることができる。心の不惑 (abuddhimohanam. )な

くして，麦菓子 (のごとき天界)を得る力はない78。

(62) 青春は過ぎた79。汝は，確固とした80二十五才である。ダルマの蓄積を行うべし。

なぜなら汝の若さ (vayas)は過ぎ去るのであるから。

(63) 死はまもなく，放逸の鰐を調伏するであろう81。(死に)掴まれたかのごとく立ち上

がって (?)82，ダルマの守護に急ぐべし。

(64) 後方で，あるいは前方で，汝がただ一人行く時，このように道を83行く汝にとって，

自分が何になろうか。あるいはまた他人が (何になろうか)84。

(65) ただ一人であの世に行く良き人々には，一つの宝がある。もろもろの恐れの中で，

有益な (sām. parāyikam)大きな宝に心を向けよ。

(66) 威力ある者 (死)は，こだわりなく，家系の根源と友人ともども (?)85連れ去る。彼
78P. abuddhimohanam. punah. prabhur vinā na yāvakam B. abuddhimohanam. punah. prabhur nināya pāvakah.

K. abuddhimohanam. punah. prabhus tu tena pāvakah. Ca. (reading -mohanāt) buddhimohavigamād vinā na yāva-
kam. , svādubhaks.yam. , iva svargam. prati prabhuh. , na sves.t.alābhe prabhur ity arthah. / (心の混乱を回避すること，vinā
なしには，yāvakam，すなわち，甘味の食物，のごとき天界，に対して，prabhuh.，すなわち，自分の望むものを獲得す
る力は，ない，という意味である) Cp. abudhimohanam. , buddhimohanam. rasanam. vinā yāvakam. surasabhaks.yam
iva prepsitam. prati prabhur nāsti / asam. mūd. habuddhir eves.t.alābhe prabhur ity arthah. / (abuddhimohan. am とは，心
を惑乱させるもの，すなわち，味覚，vinā，なしには，yāvakam，すなわち，よい味覚の食物のごとく，望ましいも
のに対して，prabhuh.，能力は，ない。惑乱なき心をもつ者のみが，望ましいものの獲得において能力がある，とい
う意味である。) Cv. prabhus tu te na pāvaka ity atra abuddhimohanāt kāran. āt pāvakah. nārakāgnih. te prabhur na
iti yojanā / (心の惑乱がない，という原因によって，pāvakah.，すなわち，地獄の火は，te prabhuh. 汝を支配しない，
という意味である。)

79P. gatā dvir ads.t.avars.atā B.,K.: gatā trir ads.t.avars.atā / Ca. dvir as.t.avars.atā, tārun. yam / (dvir as.t.avars.atā と
は，若さは，という意味である) (Cf.Hopkins[1902-2]: age, thrice eight years are gone, you are twenty-five, p.353.35)

80dhruvo Ca. dhurvah. , parinis.t.hitarūpah. / (dhurvah.とは，精通した，という意味である)
81P. pramādagomukham. damam B.,K.: pramādagomukhām. camūm Cn. (reading pramādago ’mukhām. ca-

mūm) pramādagah. , pramādagr.havāsı̄ antah. / camūm. , camati bhaks.yatı̄ti camūr indriyasenā, tām. amukhām. , antaka-
tvādidos.en. a svasvavis.ayabhogahı̄nām. yāvat karoti tatah. puraiva / (pramādagah.とは，放逸の家に住む者，すなわち，
死である。camūm とは，camati 飲み，bhaks.yati 食べる故に，camūr 容器，軍勢であるから，感官の軍勢を，と
いう意味であり，その amukhām.，すなわち，致死性などの攻撃によるそれぞれの対象の享受の欠如を，ある期
間，karoti，行なって，その後， purā，まもなく，という意味である) Cp. (reading pramādagomukhām. camūm)
pramādagomukhām. , pramādagocarām. pramādasthānes.u sodyamām. , camūm. rogādirūpam / (pramādagomukhām.と
は，放逸を領域とした，すなわち，もろもろの放逸の場所において戦いの準備のできた，という意味であり，camūm
とは，すなわち，病気などの姿をした，という意味である)

82P. yathāgr.hı̄tam. utthitam. B.,K.: yathāgr.hı̄tam. utthitas Cp. gr.hı̄tah. , keśes.v ākr.s.t.ah. , svadharmapālane utthi-
tah. , udyuktah. / (gr.hı̄tah.とは，髪のところで引っ張られて，svadharmapālane，自分のダルマの守護に，utthitah.，す
なわち，熱心な，という意味である)

83gatim. Cn. gatim. , ātmajñānarūpām / (gatim とは，アートマンの知識という性質をもつ，という意味である)
84kim ātmanā paren. a vā Cn. ātmanā, dehena / paren. a, tatsam. bandhiputrādinā / (ātmanā とは，身体が，paren. a

とは，それに結びつく息子などが，という意味である) Cp. ātmanā, ātmı̄yena / paren. a, udāsı̄nena / (ātmanā とは，
自分に属する親族が，paren. a とは，無関心な他人が，という意味である)

85P.,B.: sakūlamūlabāndhavam. K. satūlamūlabāndhavam. Cn. sakūlamūlabāndhavam. , bālavr.ddhavayasyaih.
sahitam. yathā syāt tathety arthah. / (sakūlamūlabāndhavam とは，子供・老人・青年たちと共にいるかのように，と
いう意味である) Cp. satūlamūlabāndhavam / tūlamūlyam, alpetaram / (satūlamūlam とは，花の房と根からなる
(?)，大きな，という意味である) Ganguli: The puissant Yama, ....., snatches away the friends and relatives of one’s
race by the very roots.(p.78.6) Deussen: Mit Erdreich, Wulzeln und Nachbarstämmen raft der Mächtige... (p.698,
v.67) sakulamūlabāndhavam と言うべきところを，韻律 (vipulā) の要請から，a 句第 2 音節は長音の必要があり，
kūla となったと解釈すれば，「家系の根源と友人ともども」と Ganguli のように意味をとれる。
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を妨げる者たちはいない。ダルマに近づくべし。

(67) 私のこの教示に，今汝は同意するであろう，息子よ。自らの見解と推理に基づいて，

この教えを実行せよ。

(68) 自分の (ダルマの)行為によって誰かの財産を得る者は86，百人のうち一人だけが87，

無知と惑乱から生じたもろもろの性質 (gun. a)と結びつくのである。

(69) もろもろの清浄な行為を行う汝には，聖典に説かれた力があるであろう88。それこ

そが，そこでの教えである89。それは，目的にかなった完成した知識である90。

(70) 村に住む者の歓喜は91，束縛する綱である。行い善き人々はこれを切って進み，行い悪

しき者たちはこれを切ることはない。(Cf.MBh.XII.169.24, 316.37; Śankara’s Bhās.ya

on Br.h.Upa. 4.5.15)

(71) やがて死ぬ汝にとって財産が何になろう。親戚たちが，息子たちが何になろう，息

子よ。洞窟に住むアートマンを望むべし。汝の祖父たちは皆どこへ行ったのか。(韻

律: Tris.t.ubh92) (Cf.MBh.XII.169.36)

(72) 明日為すべきことは，今日為すべし。午後為すべきことは午前に93為すべし。今日

誰に死の軍勢が向うか，誰が知ろう94。(Cf.MBh.XII.169.14)

(73) 親戚たちは，火葬地の端まで随行して，人を火に投げ入れた後，戻ってゆく。知人

たちや友人たちも同様である。

(74) 不信心な人々 (nāstikān)，無慈悲な者たち，悪しき考えをもつ者たちを，ためらわ

ずに左側に置け。怠りなく最高者を得ることを願うべし。
86P. dadhāti yah. svakarman. ā dhanāni yasya kasyacit B. dadhāti yah. svakarman. ā dadāti yasya kasyacit K.

dadāti yah. svakarman. ā dhanāni yasya kasyacit
87P. śataika eva B.,K.: sa eka eva Sandhi irregular: śataikah. Cf.Oberlies[Grammar]: 1.8. Double sandhi,

1.8.15. -ai < /-e e-/, p.48.14.
88P. śrutam. samartham astu te B. śrutam. samstam aśnute K. śubham. samastam aśnute Cn. śrutam. tattvam

asyādivākyajam. jñānam. kartr., samastam. brahmān.d. am aśnute, vyāpnoti / (śrutam.，すなわち，真理，すなわち，そ
の最初の言葉より生じた知識は (主格)，samastam，すなわち，ブラフマンの卵を，aśnute,すなわち，満たす，とい
う意味である)

89P. tad eva tatra darśanam. B.,K.: tad etad arthadarśanam. tad は samartham，tatra はśrutam か。
90kr.tajñam arthasam. hitam Cn. kr.tajñam. , kr.tajñe upadis.t.am. , arthasam. hitam. purus.ārthasam. gatam. bhavati /

(kr.tajñam とは，完成した知識のために教示された，という意味であり，arthasam. hitam とは，人の目的に合致
している，という意味である)

91grāme vasato ratih. Cf.Hopkins[1889]: grāma, p.77, fn.*.
92Cf.Hopkins[Great Epic]: Catalectic Tris.t.ubh, a pāda dekasyllabic, p.283.28.
a 句: kim. te dhanena kim. bandhubhis te (＿＿∪│＿∪＿│＿∪＿│＿│ ) (10syllables)
b 句: kim. te putraih. putraka yo maris.yasi / (＿＿＿│＿＿∪│∪＿∪│＿∪∪││ ) (12syllables)
c 句: 11syllables, Indravajrā d 句: 11syllables, Upendravajrā

93pūrvāhn. e cāparāhn. ikam Cf.Hopkins[1903]: afternoon, a division of a day, p.16.24.
94P. ko hi tad veda kasyādya mr.tyusenā niveks.yate B.,K.: na hi pratı̄ks.ate mr.tyuh. kr.tam. vāsya na va kr.tam

Cf.Hara[2010]: mr. tyu-senā, p.131.11.
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(75) このように世界が時によって襲われ，苦しめられている時，汝は，とりわけ大き

な堅固さを保持して，全霊で (sarvātmanā) ダルマを行うべし。(Cf.MBh.XII.169.7;

Uttarādhyayanasūtra 14.22ab)

(76) そして，この見を得る方法 (darśana-upāya)を正しく知る者は，この世で正しくダ

ルマを行った後95，あの世で安楽を得るのである。

(77) 「身体の分離において死はない」と知る者たちは，(先人たちによって)善く守られ

た道において96死ぬことはない。ダルマを増大させる者は賢者であり，ダルマから逸

脱する者は迷うのである。(韻律: Vam. śasthavila97)

(78) 行為の道に従事する二人がいる時，(行為の)実行者は，規範に従って，自分の行為の果

報を獲得する。劣った行為をなす者は，地獄 (niraya)に落ち，ダルマに専念する者は，イ

ンドラ天の世界 (trivis.t.apa)に赴くのである。(韻律: Vam. śasthavila98(Cf.Strauss[1912]:

dem Werktätigen der Himmel vorbehalten, p.209(17).13)

(79) 天界への階段である得難き人間の状態に達したならば，そこから再び離れることの

ないように，自分を確立すべきである。

(80) 天界への道に適合した考えをもち，(ダルマを)逸脱しない人を99，人々は善行の人

と言った。彼は友人や親戚たちによって悲しまれることがない。

(81) 心 (buddhi)が損なわれず，もろもろの確信を保っている人には，天界での場所が確

約されているので，大きな恐れはない。

(82) もろもろの苦行林に生まれ，そこで死んだ人々は，愛欲の享受を100知らないので，

彼らのダルマはより小さい (alpatarah. )。

(83) しかし，もろもろの (愛欲の)享受を捨てた後，身体を用いて苦行を行うならば，その

人によって，達成されないものはない101。その果報を私は高く賛える (bahumatam)。

(84) 何千という母と父，そして何百という息子と妻が，未来にいるであろうし，過去に

もいた。彼らは誰のものか。我々は誰のものか。(Cf.MBh.XI.2.12, XII.28.38)102

95P. sa dharmam. kr.tvā B.,K.: svadharmam. kr.tvā
96svanupālite pathi Cn. anupālite, śis.t.air ādr.te / (anupālite とは，弟子たちによって崇拝された，という意味で

ある) Cs. pūrvair ācarite /(先人たちが通った，という意味である)
97b,d 句: 最終音節が短音; c 句: 第一音節が長音 (=Indravam. śā)。
98b 句: 最終音節が短音。
99yasya notkrāmati matih. Cn. notkrāmati, dharmam iti śes.ah. / (notkrāmati，ダルマを (逸脱しない)，と補われ

るべきである)
100P. kāmabhogam B.,K.: kāmabogān 「愛欲と享受」か。 Ganguli: enjoyments and the indulgence of desire

(vol.X, p.79.22) Deussen: Luft und Genuß(p.700, v.83)
101P. na tena kim. cin naprāptam. B.,K.: na tena kim. cin na prāptam. Cf.Oberlies[Grammar]: na-compounds,

p.

359.8.
102この二つのパラレルは，c句のみ相違している。この詩節の c句 anāgatāny atı̄tāniの代りに sam. sāres. v anubhūtāni
と読んでいる。
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(85) 彼らは汝によって為されるべきことはなく，汝にも彼らによって為されるべきこと

はない。彼らは自分の為したことどもと共に進んだ。汝もまた (汝の為したことと共

に)行くであろう103。(Cf.Strauss[1912]: eine unübersteigbare Schranke zwischen den

Individuen, p.203(11).26)

(86) この世界では，富裕な人に対しては，他人も親戚のように振舞う104。貧しい人々の

親戚は，(貧しい人々が)生きている時でも避けるのである (naśyati)。

(87) 人は，妻のために悪しき行為を積み重ねる。そのためこの世でもあの世でも，苦し

み (kleśa)を得るのである。

(88) 汝は見よ。生き物の世界は (jı̄valokam)，自分の行為によって裂かれているのであ

る105。息子よ，(ここで)教えられたことすべてを，そのままに実行すべし。

(89) このように観察した後で，かの行為の地に (karmabhūmim)入り，来世を願って，も

ろもろの善き行為を為すべきである。

(90) 月・季節という名前によって回転し，夜と昼を薪とし，各自の行為にもとづく果報

の観察者たる太陽という火によって106，時 (kāla)は，必ず (prasahya)生き物たちを

焼くのである。(韻律: Upajāti)

(91) 人が与えもせず獲得もしなければ，財産に何の意味があろうか。敵どもを防がなけ

れば，力に何の意味があろうか。それによって人がダルマを行わなければ，天啓聖典

に何の意味があろうか。感官を制御する力ある者でなければ，アートマンに何の意味

があろうか。(韻律: Vam. śasthavila) (Cf.Hitopadeśa 2.9)

(92) シュカは，このドヴァイパーヤナのよき言葉を聞いて，解脱を教えた父に別れを告

げ，去った107。

[310 章] (B.323 章, C.12158-12186, K.331 章) シュカの生涯 (2) シュカの誕生まで 

ユディシュ ティ ラは言 った 。

103P. のこの詩節の前に，B.,K. は次の詩節を挿入している。(=MBh.XII.788*)
aham eko na me kaścin nāham anyasya kasyacit /
na tam. paśyāmi yasyāham. tan na paśyāmi yo mama /
(私は，独りである。誰も私のものではなく，私は他の誰のものでもない。私がその人のものであるような

人は見ないし，その人が私のものであるような人も見ない。)
104P.,K.: paro ’pi svajanāyate B. svajanah. svajanāyate
105P. chidrabhūtam. B.,K.: chı̄nabhūtam.
106sūryāgninā rātridivendhanena Cf.Hopkins[1903]: the sun as fire, night and day as kindling-wood, p.15.2.
107P. śuko gatah. parityajya pitaram. moks.adeśikam (B.,K.: moks.adaiśikam) Ganguli: Suka, leaving his sire,

proceeded to seek a preceptor that could teach him the religion of Emancipation (p.80.14)
B.,K. はこの詩節の前に bhı̄s.ma uvāca を挿入している。
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(1) どのようにしてヴィヤーサ仙に，法を尊び，大苦行を行うシュカは生まれ，そして，

最高の完成 (siddhi)に達したのですか，祖父よ，それを私にお話し下さい。

(2) そして苦行に富むヴィヤーサ仙は，どの女性にシュカを誕生させたのですか。とい

うのも我々は彼の母を，そしてこの偉大な者の卓越した (agryam)誕生を知らないの

です108

(3) そして，どのようにして，子供であるにもかかわらず，彼の考えは微妙な認識に

(sūks.ma-jñāne)至ったのですか。この世界で，他の誰も二番目の者として達すること

のできないような (微妙な認識に)。

(4) これを私は詳しく知りたいのです，大きな光輝をもつ方よ。実に私は，ここで最高

の甘露 (のごとき言葉)を聞く時には，飽きることはありません。

(5) そして，シュカの大威徳 (māhātmyam)，アートマンとの合一 (ātmayogam)，そし

て認識 (vijñānam)を，ありのままに順序正しく，祖父よ，私にお話し下さい。

ビーシュマは言った。

(6) 年齢，白髪，財産，親族たちによって (偉大であるの)ではない。聖仙たちは，ヴェー

ダとその支分に通暁せる者が109我々にとって偉大な者である，という基準 (dharma)

を作った。(Cf.MBh.III.133.13, Manu 2.154)

(7) 汝が私に尋ねることはすべて，苦行を根本としている，パーンドゥ王の子よ。その

苦行は，もろもろの感官を制御した後 (sam. yamya)，生じるのであって，それ以外の

仕方でではない。

(8) 人は，もろもろの感官に耽溺するために誤りに至る。このことは疑いない。それら

を制御した後 (sam. niyamya)，人は完成に達するのである。

(9) 千回のアシュヴァメーダ祭の，そして百回のヴァージャペーヤ祭の果報も，わずか

の110ヨーガの果報に匹敵しないのである，親愛なる者よ。

(10) ここで私は，誕生というヨーガの果報 (janma-yoga-phalam)をありのままに，そし

て，未熟な者たちには認識するのが難しいシュカの境地を (gatim)，汝に語るであろう。

(11) 実に，かつて (purā) カルニカーラ樹の森のあるメール山の山頂で111，偉大な神 (シ

ヴァ)は恐ろしい妖怪たちの群に囲まれて散歩していた。
108P.,B.: vidma K. vidmo Cf.Oberlies[Grammar]: vidma, 6.3 The verbal endings, 6.3.1.2 -ma instead of -mah. ,

p.171.10.
109anūcanah. Ca. anūcānah. , gurumukhād adhı̄tasāṅgavedah. / (anūcānah.とは，師の口から，支分と共にヴェーダ
を学んだ者が，という意味である) Cs. s.ad. aṅgavedādhyāyı̄ pares.ām adhyāpakaś ca / (六支分とヴェーダを学び，他
の者たちにとっては師である者が，という意味である)

110kalayā Cf.Hopkins[1902]: kalā, used alone, p.136.14.
111meruśr.ṅge Cf.Hopkins[1910]: On its (Meru’s) wooded top sit saints and gods, vv.11-21, p.366.34.
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(12) 山の王の娘である女神もまた，かつては (purā)そこにいた。威光あるクリシュナ・

ドゥヴァイパーヤナは，その場所で神聖な苦行を行ったのである112。

(13) 彼は，ヨーガの規定 (yoga-dharma)に専念し，ヨーガによって自身に入り113，(意識

を)集中しつつ，息子 (の獲得)のために苦行を行ったのである，クル族の最上の者よ。

(14) 「火，地，水たち，風，そして虚空と力の等しい息子が私に生まれますように，卓

越した神よ」と (祈った)。

(15) そして彼は，最高の苦行に住して，未熟な者たちでは到達しがたい114この思惟

(sam. kalpa)によって115，神々の主に (息子の誕生を)懇願した。

(16) その威力ある者 (ヴィヤーサ)は，風を食べて実に百年の間立っていた。彼は，多く

の姿をもちウマーの夫であるマハーデーヴァ (シヴァ)の恩寵を得ようとした。

(17) すると，梵仙たち，あらゆる神仙たち，世界の守護者たち，そして，サーディヤた

ちが，ヴァスたちと共に，世界の支配者のところにに (やって来た)。

(18) アーディトヤ神群，ルドラ神群，太陽と月，マルト神群とその眷族116，海たち，そ

して川たちが，

(19) アシュヴィン双神，デーヴァ・ガンダルヴァたち，ナーラダ仙とパルヴァタ仙，ガ

ンダルヴァのヴィシュヴァーヴァス，シッダたち，そしてアプサラスたちの群が (やっ

て来た)。

(20) そこでマハーデーヴァは，ルドラとして，カルニカーラ樹の花でできた美しい花輪

を身につけて輝いた。月が月光を身につけて (輝くか)のように。

(21) 神々と神仙たちとに満ちた，その心地よき神聖な森において，聖仙 (ヴィヤーサ)は，

息子の獲得のために熱心に，最高のヨーガを行った。

(22) そして，彼の顔色は117衰えず，疲労は生じなかった。三界にとって，それは奇蹟の

ごとくであった (adbhutam ivābhavat)。

(23) 無量の威力をもち，集中した彼の，あたかも太陽の光線のごとき弁髪は，熱によっ

て燃え上がっているのが見られたということである。

112tapas tepe Cf. 原 [1979]: tapas with
√

tap, p.448.16.
113yogenātmānam āviśya Cn. yogenātmānam āviśya, antarhr.daye indriyān. i nirudhyety arthah. / (yogenātmānam

āviśya とは，心臓の内部に，もろもろの感官を停止させて，という意味である)
114P. dus.prāpen. ākr.tātmabhih. B.,K.: dus.prāpam akr.tātmabhih.
115P. sam. kalpenātha so ’nena B. sam. kalpenātha yogena K. sam. kalpenātha maunena
116P. maruto mārutaś caiva B. vasavo marutaś caiva K. māruto marutaś caiva
117P. varn. o B.,K.: prān. o
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(24) 尊者マールカンデーヤはこのように私に語った。彼は，いつもここで私に，神のも

ろもろの行為を語ったものである。

(25) その日118，自身の苦行によって偉大なクリシュナ (ドヴァイパーヤナ)の弁髪が燃

え上がり，火の色となって輝いたのである，親愛なる者よ。

(26) 彼 (ヴィヤーサ)のこのような苦行によって，また誠信 (bhakti)によって，大自在神

は，満足して，欣然として (manasā)決心した。

(27) 三つの眼をもつ至尊者は，微笑むかのごとくに，彼に言った。「汝に望み通りの119息

子が生まれるであろう，ドヴァイパーヤナよ。

(28) (汝の)息子は，あたかも火のように，風のように，地のように，水のように，そし

て虚空のように，清浄にして偉大な (mahān)者となろう。

(29) (息子は)その状態を実現し120，それを認識 (buddhi)とし，それを自分とし，それ

を拠り所として，威光によって三界を覆い，全き栄誉を得るであろう。」

[311章] (B.324章, C.12187-12214, K.332章)シュカの生涯 (3)シュカの誕生

ビーシュマは言った。

(1) かのサトヤヴァティーの息子 (ヴィヤーサ)は，神から最高の贈物を得て，火を起こ

すのを望んで，火起し棒をとって121，擦った。

(2) その時，王よ，至尊の聖仙は，自らの輝きによって122，美しい姿をもったグリター

チーという名のアプサラスを見た。

(3) 至尊の聖仙ヴィヤーサは，その森の中でアプサラスを見て，すぐに愛欲に迷ったの

である，ユディシュティラよ。

(4) その時，かのグリターチーは，ヴィヤーサに愛欲にかき乱された心をもたせてか

ら123，雌のオウム (śukı̄)となって近づいて来たのである，偉大な王よ。

118P. tā etādyāpi B.,K.: etā adyāpi Sandhi irregular: tā etādyāpi Cf.Oberlies[Grammar]: 1.8 Double sandhi,
1.8.7 -ā < / -ās a-/, p.43.12.

119evam. vidhas Cv. evam. vidhah. , yathā aham evam. vidhah. / (evam. vidhah.とは，私のような，evam. vidhah. そのよ
うな，という意味である)

120tadbhāvabhāvı̄ Cn. tadbhāvabhāvı̄, tadbhāvam. , brahma aham iti bhāvam. , āśayam. bhāvayatı̄ti tadbhāvabhāvı̄ /
(tadbhāvam.とは，私はブラフマンであるという，bhāvam，すなわち，考えであり、それを，ひき起こす者が，tadbhāvabhāvı̄
である) tad が何を指すか不明。Cn. のように，ブラフマンを指すのか，あるいはヴィヤーサの望む性質か。

121P. aran. ı̄m. tv atha sam. gr.hya B. aran. ı̄ sahite gr.hya K. aran. ı̄m. tu tato gr.hya Cn. aran. ı̄ dve adharottare sahite
mithunarūpe / (aran. ı̄とは，両数であり，前後に，sahite,すなわち，一対の姿をした，という意味である)

122bibhratı̄m. svena tejasā Cf.Hopkins[Great Epic]: interrelation of the two epics, verses ending with the same
diiambic form, jvalantam. svena tejasā (R.VI.107.11d), p.68.5.

123P. kr.tvā B.,K.: dr.s.t.vā
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(5) 彼は，そのアプサラスが他の姿によって隠されるのを見て，身体に生じ，体中にあ

ふれる (sarvagātrātigena)(愛)によって支配された (anugatah. )。

(6) かの尊者ヴィヤーサは，大堅忍によって愛を抑えようとしたが，グリターチーの美

しい姿によって (vapus.ā)心奪われ，噴出する心 (pravisr.tam. manah. )を，どうするこ

ともできず (bhāvitvāc caiva bhāvasya)，抑えることができなかった。

(7) 尊者 (muni)は，火 (を起こそうという)願望によって努力し，心を抑えようとして

いていたが，不意に火起し棒に彼の精液が落ちた。

(8) かの最高の再生族である梵仙は，心を動かすことなく，それまでと同様に火起し棒

を擦った124。すると，その火起し棒にシュカが生まれたのである，王よ。

(9) 精液 (śukra)が撹拌された時に，大苦行者シュカ (śuka)が生まれた。最高の聖仙，

偉大なヨーガ行者が，火起し棒を母胎として生まれたのである125。

(10) 祭式において灯された火が，供物を得て輝くかのように，シュカは，それと同じ姿

をして (tathārūpah. )，威光によって輝くかのごとく126，誕生したのである。

(11) その時，クル族の者よ，本性清浄なる者は (bhāvitātmā)，父の最高の姿と色を (rūpa-

varn. am)持って，輝いた。あたかも煙なき火が輝くかのように127。

(12) もろもろの河川の中で最上のガンガー女神は，その時自分の姿となって (svarūpinı̄)

彼に近づき，メール山頂において (彼女の)水で清めたのである，人々の支配者よ。

(13) すると空から，クル族の息子よ，杖と黒い鹿皮とが128，偉大なシュカのために地上

に落ちてきたのである，すぐれた王よ。

(14) ガンダルヴァたちは歌い，アプサラスたちの群は踊った。そしてもろもろの天鼓は，

大音響で鳴らされた。

(15)

 

ガンダルヴァのヴィシュヴァーヴァス，トゥンブルとナーラダ，そして，ハーハー

とフーフーのガンダルヴァは，シュカの誕生を讃えた129。
124P.,K.: aranı̄m. mamantha brahmars.ih. B. aranı̄mamantha brahmars.ih. Cf.Hopkins[Great Epic]: aranı̄ maman-

tha brahmars. ih. , hypermetric pāda, p.255.19
125mahāyogı̄ aran. ı̄garbhasambhavah. Sandhi irregurar: mahāyogı̄ aran. ı̄- Cf.Oberlies[Grammar]: 1.1.3. Ab-

sence of ks. aipra-sandhi, 1.1.3.1. -i / ı̄ -a / ā, p.43.12. Cf.Hopkins[1901]: mahāyogin, p.365.9.
126prajvalann iva tejasā Cf.Hopkins[Great Epic]: parallel phrases in the two Epics, No.176, pradı̄pam iva tejasā,

p.425.21.
127P.,K.: vidhūmo ’gnir iva jvalan B. vidhūma iva pāvakah. Cf.Hopkins[Great Epic]: parallel phrases in the

two Epics, No.255, vidhūma iva pāvakah. , p.435.3.
128dan. d. ah. kr.s.n. ājinam. ca Cf.Pandey[1969]: 2. The Upanayana (initiation), (xiii) The Ceremonies and their

Significance, (h) Ajina, (i) the Staff, pp.134-135.
129hāhāhūhū ca gandharvau tus.t.uvuh. śukasam. bhavam Cf.Hopkins[Great Epic]: parallel phrases in the two Epics,

No.333, hāhākāram pramuñcatah. , p.444.20.
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(16) そこにインドラを先頭にした世界の守護神たちがやって来た。そして，神々，神仙，

梵仙たちもやって来た。

(17) 風は，天のあらゆる花をここに降らせた。世界は，動くものも動かぬものも130，歓

喜した。

(18) 大威光の大我 (マハーデーヴァ)は131，女神と共に自らも喜んで，尊者のその生ま

れたばかりの息子を規定に従って入門させた132。

(19) 神々の主であるインドラは，喜んで，見た眼に素晴らしい (adbhutadarśanam)天の

水瓶を (kaman. d. alum)，そして神のもろもろの衣服を，彼に与えたのである，力強き

者よ。

(20) 何千というハンサ，孔雀，鶴たち，そして鸚鵡と青カケスたちは，(シュカの)右側

から廻ったのである，バーラタ族の者よ。

(21) このように，火起し棒より生じ (āran. eyas)，大きな威光をもつ者は，神々しい誕生

を得た後，そこに住んで，聡明に振舞い，誓約を履行し，精神集中を行った。

(22) 生まれるとすぐ，この者に，秘密の書や綱要書と共にもろもろのヴェーダがやって

来たのである，偉大な王よ。この者の父にもやって来たように。

(23) ヴェーダ・ヴェーダ支分・注釈を知る彼は，偉大な王よ，ダルマを考慮しつつ，ブ

リハスパティを教師に (upādhyāyam)選んだ133。

(24) 彼は，秘密の書と綱要書と共にもろもろのヴェーダをすべて学んだ後，古譚，そし

てもろもろの統治の教義書を完全に学んだのである，力強き者よ134。

(25) 偉大な尊者 (シュカ)は，師に謝礼を贈った後，(家に)戻り，梵行者として，精神

集中して恐ろしい苦行を開始した。

(26) 大苦行者である彼は，少年であっても，神々や聖仙たちにとって，知識に関しても，

苦行に関しても，教えを乞うべき者であり，称賛に価する者であった。

  

(27) しかし，解脱の教えの方を見る (moks.adharmānudarśinah. ) 彼の心 (buddhi) は，人々

の主よ，家住期を根本とする三種の生活期には満足しなかった135。

130P.,K.: jaṅgamam. sthāvaram. caiva B. jaṅgamājaṅgamam. caiva
131mahātmā Cn. mahatmā, mahādevah. / (mahātmā とは，マハーデーヴァは，という意味である)
132upānayat Cn. upānayat, svaśis.yam. kr.tavān / (upānayat とは，自らの弟子とした，という意味である)
133br.haspatim. tu vavr.e Cn. svayam. bhātavedo ’pi śis.t.ācārapālanārtham. br.haspatim. gurum. cakāra / (自ずから現
れたヴェーダをもつとしても，賢者の振舞いを涵養するために，ブリハスパティを師匠とした，という意味である)
Cf.Hopkins[Great Epic]: Br.haspati, a heretic, p.87, fn.2; Hara[1980]: upādhyāya appeared in the ritual context,
p.112, fn.45.

134P. rājaśāstrān. i cābhibho B. rājaśāstrān. i vv̄ibho K. dharmaśāstrān. i cābhibho
135moks.adharmānudarśinah. Cf.Strauss[1912]: Śuka, moks. adharmānudarśin, sich nicht mit den drei Lebenssta-

dien zu begnügen, p.256(64).16.
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